
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

    

鉾田市立大洋中学校 

保健室 

令和４年1２月1日 

 

12月になりました。今年も残すところあと 1ヶ月ですね。 

冬は、感染症が流行しやすい季節です。引き続き、手洗い・うがい、マスクの着用などの今まで通り

の感染症対策をしっかり行いましょう。また、夜更かしや睡眠不足は、体の免疫力を低下させます。生

活リズムを崩さないようにし、自分の健康は自分で守りましょう。 

新型コロナウイルスとインフルエンザの 
同時流行に注意！ 

 

日本感染症学会によると、感染状況を予測 

する指標となる南半球のオーストラリアで、イン 

フルエンザの感染状況が過去 5年間の平均 

を超えるものであったとの報告があったため、 

今冬は、インフルエンザの流行が予測されます。また、大きなコロ

ナ第８波が来る可能性もあるため、新型コロナウイルスとインフル

エンザの同時流行が生じる可能性が高いといわれています。さら

に、他の呼吸器感染症の流行もみられやすい時期のため、日々の

健康状態の確認や検温、必要な場面での適切なマスクの着用、3

密・換気対策を引き続きお願いします。 

また、インフルエンザの予防接種は任意接種となっていますが、

インフルエンザに感染する可能性を減らすことや、周囲への流行

を防ぐ効果、医療現場への負担軽減にもつながります。  

 予防接種を希望される場合は、必ずかかりつけの医療機関等に

確認をしてから受けてください。 

裏面は「がん教育講演会」についてです。是非ご覧ください。 

＊ 毎月の保健だよりは、生徒のみなさん、保護者の皆さまそれぞれお読みいただければと思います。 

１２月の安全目標 

冬休みの安全な生活について考えよう 

１２月の保健目標 

かぜ・インフルエンザを予防しよう 

歯と口の健康教室 

日時：令和４年 12月 8日（木） 

対象：：第１・２学年 

講師：歯科衛生士 末岡 史帆 さん 

   保健師 阿須間 華苗 さん 

場所：体育館 

12月 1日は世界エイズデー 

保健委員会を中心にエイズについての啓発活動を行い、12月 1日の「世界 

エイズデー」に合わせて、レッドリボンを全校で付けて過ごしました。 

レッドリボンは、「エイズに関して偏見や差別をもたない、ＨＩＶ患者・エイズ患者の方々を理解し、支

援していきます。」ということを意味しています。この機会に、エイズについて考えて予防するとともに、

差別、偏見をもたない行動をとってほしいと思います。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２２日（火）に茨城がん体験談スピーカーバンクの志賀俊彦さんをお招きし、２年生と学校保健委員さんを対

象に「がん教育講演会」を開催しました。志賀さんの前向きな姿勢や諦めないという思いから、がんと向き合う方々へ

の誤解や偏見をなくすことができ、自他の健康や命の大切さ、互いに支え合うことの大切さを考えることができまし

た。また、「大切な人ががんになったら」というテーマでグループワークを行い、生徒からは、「話を聞いてあげる」

「励ます」「いつも通り接する」「病気について知る」など、たくさんの意見が出ました。 

講演の内容 

〇がんについての基本的な知識        〇がん発覚時と告知時の心境とその後の行動 

〇治療中に辛かったことや楽しかったこと 〇がんになって気づいたこと 

〇がん患者への接し方（グループワーク） 

家族が健康でいられるように、今日聞いたがんにつ

いての話を家族にも共有したいと思った。 

とてもそ

う思う

まあまあ

そう思う

あまり思

わない

全く思わ

ない

事前 80.9% 14.9% 4.3% 0%

事後 83.3% 16.7% 0% 0%
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がんの学習は健康な生活に重要だ

講演を聞き、いつまでも健康で自分らしい生活を送

りたいと感じました。これからはがんに対する知識を

深め、世界中の人が笑顔で過ごせる社会にしたいです。 

とてもそ

う思う

まあまあ

そう思う

あまり思

わない

全く思わ

ない

事前 59.6% 40.4% 0% 0%

事後 71.4% 28.6% 0% 0%
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将来、がん検診を受けようと思う

とてもそ

う思う

まあまあ

そう思う

あまり思

わない

全く思わ

ない

事前 34.0% 44.7% 14.9% 6.4%

事後 47.6% 40.5% 9.5% 2.4%
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がんと健康について家族と話そうと思う

とてもそ

う思う

まあまあ

そう思う

あまり思

わない

全く思わ

ない

事前 66.0% 29.8% 4.3% 0%

事後 73.8% 21.4% 4.8% 0%
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日頃から健康な体づくりに取り組む

とてもそ

う思う

まあまあ

そう思う

あまり思

わない

全く思わ

ない

事前 29.8% 21.3% 44.7% 4.3%

事後 45.2% 42.9% 11.9% 0%

0%

50%

がんになっても生活の質を高められる

31.0%

54.8%

9.5%

4.8%

講演後、がんへのイメージが変わった

プラスに変わった

どちらかといえばプラ

スに変わった

どちらかといえばマイ

ナスに変わった

マイナスに変わった

 講演会を聞く前は、がんは治りにくく、治療も辛い

というマイナスなイメージでした。しかし、治療をし

ながら日常生活を送ったり勉強したりすることができ

ると聞いて、前よりプラスのイメージになりました。 

がんはかかったら亡くなってしまうと思っていた

ので、早期発見をすれば治すことができるということ

に驚きました。自分の病気と向き合っていくことが治

していくポイントだと思いました。 

講演を聞き、いつまでも健康で自分らしい生活を送

りたいと感じました。これからはがんに対する知識を

深め、世界中の人が笑顔で過ごせる社会にしたいで

す。 

 

 

がんになってしまった人に対し、「いつもと変わら

ない態度を」ということを忘れずに、支えられるよう

にしたいです。また、将来自分ががんになってしまっ

ても、落ち込んだりせず周囲の人たちを頼りながら、

自分らしい生活を送れたらいいなと思いました。 

がんは誰でもかかり、簡単に治せるものではないと

いうことを聞いて怖いなと思いました。しかし、「過去

は変えられなくても未来は変えられる」という言葉を

聞いて、もし自分や周りの人ががんになっても慌てず

落ち着いて相談、対策をしようと思います。 

志賀先生の体験談を聞いて、自分で未来は変えられ

る、変えるために実行すれば希望はみえるということ

がわかった。周りの人が病気になってしまっても、正し

い知識をもち、偏見をなくしたいと思った。 

～学校保健委員の方々より～ 

・がんの早期発見の大事さを改めて感じました。次のがん検診では面倒がらずに受けようと思います。 

・“生きる”という大事なメッセージを個々の心に、毎日を大切にしてほしいと思います。 

・がん体験者の方のお話はとても参考になりました。子供たちには、正しい知識を身に付け、自ら健康な行動を

とってほしいと思います。 

がん検診を受けることによって早期発見ができる

ようになると分かったので、がん検診を受けられる年

齢になったら、必ずがん検診を受けたいと思います。 

志賀先生の体験談を聞いて、自分で未来は変えられ

る、変えるために実行すれば希望はみえるということ

がわかった。周りの人が病気になってしまっても、正

しい知識をもち、偏見をなくしたいと思った。 

がんは誰でもなってしまうということが分かった

から、自分もバランスの良い食事をとり、大人になっ

てもお酒を飲んだりタバコを吸ったりしないように

して、健康に過ごしたいと思った。 

がんは怖くて命を奪う恐ろしい病気だとばかり思っ

ていたので、早期発見して正しい治療をすれば問題な

く治ると知って安心しました。 

もし自分ががんになったら不安になり、落ち込むと

思います。でも自分ができる精一杯のことをして、自

分の未来を変えられるようにしたいです。また、周囲

の人ががんになったら、寄り添ってあげられるよう全

力でサポートしたいです。 

がんを予防するためには、規則正しい生活やウイル

ス感染の予防が大切だと学びました。もしがんになっ

ても、諦めずにできることを精一杯取り組みたいと思

いました。 

 

 がんは 2人に 1人と誰でもなる可能性があるため、

今から食事・睡眠・運動などの生活習慣を見直し、がん

にならないよう予防していきたい。 


